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　感覚尺度のパイオニアであり，ME法の開発者であるスティーブン
スをしのんで，1989年7月31日～ 8月1日にアメリカ・シラキュースで，
スティーブンス夫人を名誉委員長として，シンポジウムが開催された。
総勢20名の ratio scalingの専門家のみの小さなシンポジウムで，円形の
テーブルを囲み，全員の顔が見える形で開催された。大阪大学の難波精
一郎教授と私がこのシンポジウムに日本から招待され，滞在費も日本か
らの交通費も支給された。
　難波先生と私は，ME法を用いて行った環境音の評価実験を紹介し，
ME法からPSE（主観的等価点）を求める方法についても紹介し，調整
法で求めたPSEとほぼ一致していることを報告した。ME法は調整法よ
りずっと短い時間で実験が可能であり，ME法の判断をPSEに変換でき
ることのメリットは大きい。難波先生が考案された尺度判別法について
も紹介し，関心がもたれた。ME法は現在もよく利用されており，安定
した結果が得られるよい方法である。スティーブンス自身も報告してい
るが，ベキの値に個人差はあるが，個人の結果でも物理量と感覚との間
にきれいなベキ関数が得られ，私は講義などでのデモ実験によく利用し
ている。シンポジウムの論文は書籍として出版されている＊。
　懇親会は，主催者の J. J. ツビスロッキー教授の立派な自宅で開催され，
ツビスロッキー夫人から遠来の客である我々に細やかな気配りをいただ
いた。
　シラキュースへ行く前にはボストンのB. シャーフ教授の自宅に泊め
ていただき一緒にシラキュースまで連れて行っていただいた。また，シ
ンポジウムのあとにはラウドネス研究で著名なR. ヘルマン博士の自宅
でバーベキューパーティーに招待いただき，スティーブンス夫人にホテ
ルまで車で送っていただいた。多くの方と親しくなり，思い出深い有意
義なシンポジウムであり，その後も交流が続いた。
　残念ながら生前のスティーブンスに会う機会はなかったが，後日，後
任のD. M. グリーン教授にハーバード大学の研究室をみせていただく機
会があった。スティーブンスの実験機器も棚にきれいに保存されてい
たのは印象的だった。また，研究室の設備が整っていることとともに，
ハーバード大学のキャンパスも広くて緑がいっぱいで，まさに大学の研
究環境として羨ましいところであった。この時グリーン教授からいただ
いたキャンパスのスケッチを見るたびに研究への意欲を掻き立てられる。
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